
岡
山
・
助
三
畑
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
岡
山
県
邑
久
郡
邑
久
町
尾
張

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
二
年

（昭
５７
）
三
月
ぞ
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
口巴
久
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
馬
場
昌

一
・
平
井
典
子

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
中
期
ｉ
男
治
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

助
三
畑
遺
跡
は
、
岡
山
県
三
大
河
川
の
一
つ
吉
井
川
下
流
域
東
岸
に
形
成
さ

れ
た
自
然
堤
防
上
に
営
ま
れ
た
弥
生
時
代
中
期
か
ら
近
代
の
長
期
間
に
亘
る
復

合
遺
跡
で
あ
る
。

発
掘
調
査
は
、
町
民
セ
ン
タ

ー
と
し
て
の
中
央
公
民
館

・
保

健
セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴
い
県
文

化
課
の
指
導
を
受
け
町
教
育
委

員
会
が
主
体
と
な
り
発
掘
調
査

を
実
施
し
た
。

木
簡
①
ｉ
①
の
出
土
し
た
遺

構
は
、
調
査
区
中
央
部
を
南
北

に
流
走
す
る
大
溝
で
あ
る
。
上
幅
四
ｍ
・
深
さ
約
七
〇
ｃｍ
を
測
る
。
木
簡
は
、

溝
が
方
向
を
変
え
る
地
点
に
僚
い
て
下
層
粘
土
層
中
よ
り
重
な
り
合
う
状
態
で

出
上
し
た
。
五
輸
卒
塔
婆
の
年
号
（応
永
三
〇
年
＝
一
四
三
二
年
）
よ
り

一
五
世
紀

前
半
頃
の
年
代
が
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
⑨
を
⑪
の
出
上
し
た
遺
構
は
、
長
径
四
ｍ
・
短
径
三

・
五
ｍ
、
深
さ
約

二
ｍ
の
精
円
形
を
呈
す
る
井
戸
で
あ
る
。
井
戸
上
部
は
橋
鉢
状
を
塁
し
、
底
部

に
か
け
て
直
線
的
に
掘
ら
れ
て
い
る
。
堆
積
層
は
大
き
く
第
三
層
に
分
け
ら
れ

下
層
の
暗
灰
色
粘
土
層
か
ら
出
上
し
た
。
他
に
丼
戸
内
か
ら
は
、
陶
磁
器
と
し

て
、
青
白
磁
碗

・
小
皿

・
合
子
、
土
師
質
椀

・
皿

。
小
皿
、
須
恵
質
椀

。
小
皿

・
握
鉢

。
甕
、
瓦
器
椀

・
小
皿
、
常
滑
焼
、
木
製
品
と
し
て
、
下
駄
、
横
櫛
、

漆
塗
り
椀
等
が
多
量
に
出
土
し
た
。
本
井
戸
は
他
の
同
時
期
の
井
戸
と
比
べ
大

き
く
、
多
量
の
遺
物
が
完
形
品
の
ま
ま
意
識
的
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
特
殊
な
も

の
で
、
井
戸
廃
棄
に
何
ら
か
の
祭
祀
的
な
行
為
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

題
鉄
の
年
号

（養
和
元
年
＝
一
一
八
一
年
）
よ
り

一
二
世
紀
末
ぞ

一
三
世
紀
初
頭

の
年
代
が
考
え
ら
れ
る
。

３
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

一ω
　
　
「
無
く
や
ぐ
ｘ
　
　
（五
輸
卒
塔
婆
）　
　
　
　
　
　
　
　
（篤
じ
×
翼
×
点
３
滓

②
　
。
「
咄
天
疋

》
ψ

雫
守
い
鬼
急

々
如
律
令
」

。
「
　
　
ミ
つ
ま
た
　
　
　
　
　
　
　
」
　

　

∞牌聟
∞い
き

ｏＨ

(西大寺)



1982年出上の木簡

①

　

「
　
　
　
　
　
　
一

．　
　
ミ
・Ｆ
ご
□
回
国

14)(0l10 (の (8)

切
有
情
皆
如
来
蔵
普
賢
菩
薩
自
体
愛
□
回
公
□
尺
四
七
日
之
忌
辰
　
　
　
十

一
月

右
之
趣
□
為
　
　
　
　
　
　
応
永
三
十
回
年
□
□

〔事

力
〕

立
是
□
也
乃
至
□
□
□

（
μ∞
Φ
）
×
］
〇
×
〕
　
Ｏ
μ
μ

（
μい０
）
×
Ｐ卜
Ｘ
〕

（
ＰＯ【
）
Ｘ
Ｐ∞
Ｘ
］

（
『
Ｏ
）
×

］
Φ

×

∞

∞
釦
］

×

∞
Ｐ
Ｘ

∞

（
∞
卜
＋
⇔
釦
）
Ｘ
Ｐ
ヽ
×
φ
　
Φ
⇔
μ

Φ
ド
牌

Ｏ
μ
μ

〔皆
ヵ
〕

□
□
□
□
□
有
□
回
法
□
我
□
□
三
□
□
□
説

名
咄
天
疋
律
令
鬼
急
々
」

。
「
　
ミ
つ
ま
さ
　
　
　
」

名
咄
天
疋
令
律
鬼
急
々
如
律
令
」

・
「
　
　
ミ
ロ
ロ
ロ
　
　
　
　
　
」

名
咄
天
足
律
令
鬼
急
々

。
「
　
　
□

・面
酢ぽ
邸
酌
剛
紹
如々
律
令

・
　
　
　
　
　
　
　
律

×
足
唸
唸
×

名
＜
そ
て
の
□
×

名
＜
三
斗
□

「
ね
た
し
ひ
に
て
侯
了
」
（刀
形
木
製
品
）

〔元
年
己

「
養
和
□
□
沙
汰

〔折
力
〕

名
御
相
□
□
□

（題
鍛
）

牌
『
Ｏ

Ｘ

Ｐ
釦
×

］
　
　
Ｏ
μ
四

μ
φ
∞

×

μ
『

×

ヽ
　
　
Ｏ
Ｐ
Ｐ

（
五
輪
卒
塔
婆
）

十
七
日
」
　

　

　

　

　

　

　

　

Φω支
∞費
∞
３

②
は
鬼
神
を
表
わ
す
幾
何
学
的
文
様
と
中
央
の
ニ
ツ
ロ
符
か
ら
呪
符
と
考
え

ら
れ
る
。
釈
文
と
し
て
は
、
天
帝
が
北
斗
星

（＝
天
足
星
）
に
命
じ
、
正
し
い
状

況
に
早
く
帰
れ

（＝
律
令
の
如
く
急
い
で
な
れ
）
と
悪
霊
を
祓
う
ま
じ
な
い
の
文

句
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
裏
の

「
ミ
つ
ま
た
」
は
、
祓
い
を
受
け
る
人
塙
と
考

え
ら
れ
る
。

な
お
、
本
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
り
奈
良
大
学
水
野
正
好
氏
、
奈
良
国
立
文
化

財
研
究
所
鬼
頭
清
明

・
佐
藤
信
の
各
氏
に
御
指
導
、
御
教
示
を
得
た
。
記
し
て

深
甚
の
謝
意
を
表
す
次
第
で
あ
る
。

（馬
場
昌
一
）




